
２０２３／１２／２９（金）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな、転ぶぞ、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事

スピードダウンの徹底

～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

シャーベットでスリップか
軽乗用車が対向車線にはみ出し バスと正面衝突

◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇
◇アイスバーンなどの凍結路面では◇

◇急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう◇
２０２３／１２／２２（金） ９：０４

２２日午前６時２０分頃、新潟県の県道で、バスと軽自動車が正面衝突しました。この事故で、軽自動車を運転し
ていた男性が両足に軽傷を負いました。バスは東京から新潟に向かっていたもので、運転手や乗客８人にケガは
ありませんでした。当時現場はシャーベット状の積雪があったとみられます。警察は軽自動車がスリップして対
向車線にはみ出したとみて事故の原因を詳しく調べています。

町道 信号のない交差点
右折の小学校の通学バスと直進の軽乗用車が衝突
バスが右折の際に、他の車両に気を取られ・・・

児童6人が首の痛みなど訴え
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
◇交差点 直進時は・・・右折車が「来るかもしれない」・・・注意しましょう◇

２０２３／１２／２３（土） ９：２９
２１日午前７時４０分ごろ、茨城県の信号のない町道交差点で、小学校の通学用スクールバスが軽乗用車と衝

突した。バスに乗っていた児童１８人のうち６人が首の痛みなどを訴えたという。軽乗用車の運転手にけがはあ
りませんでした。現場は信号機のない片側１車線の交差点。バスが右折しようとした際、運転手の男性（７３）が
他の車両に気を取られ、対向車線を直進してきた軽乗用車と接触しました。学校教育課は「運行事業者と再発防
止について協議を行い、バスの安全な運行を徹底していく」としました。

午後５時すぎ、右から横断歩道を渡っていた女性
軽乗用車にはねられ意識不明の重体
◇夜間は、横断中の歩行者を見落としやすくなります◇

◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２３／１２／２３（土） １０：０７

２２日午後５時２０分ごろ、横断歩道を歩いて渡っていた、女性（７９）が左から来た軽乗用車にはねられ、頭
などを強く打ち、病院に運ばれましたが、意識不明の重体となっています。警察は、軽乗用車を運転していた、
除女性（７１）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕しました。


